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- 特集 -
移り住む人を
あたたかく
迎え入れるまちへ

住めば住むほど、
いい味が出てくるところです

H
ホ ラ

ORA A
オ ー デ ィ オ

UDIO   青
あ お

柳
やなぎ

亮
りょう

さん（右）、麻
ま

美
み

さん
〈スピーカーの製作・販売〉

〈宿泊施設の運営〉

神奈川県藤沢市→→→彦根市肥田町

【移住のきっかけ】
　2015 年にホラオーディオを立ち上げ、職住一体を実現できる物件
を探していました。インターネットで町屋情報バンク（詳しくは 5 
ページ）の物件を見つけて、古民家での生活や事業の展開に興味を持
ち移住を決めました。

　物件の見学会のため、初めて稲枝を訪れたとき、
辺
あた

りの静けさと田園地帯の美しさに惹
ひ

かれまし
た。また、各交通アクセスも良く、便利な場所で
す。そのときにあらゆる可能性を感じて、移住を
決意しました。
　実際住んでみると、想像以上に暮らしやすく、
おいしい空気や食べ物、自然の豊かさに日々心地
よさを感じています。
　彦根の良さは、何気なくそして奥深いですよね。
住むほどに、その部分に気付いていけるのではと
思っています。

ゲストハウス無
む が

我　村田一
はじめ

さん、典
の り

子
こ

さん
京都府京都市→→→彦根市芹橋一丁目

　彦根に住む前は、移住者はもっと拒絶される
のではないかと思っていましたが、地域の方々
には温かく迎え入れてもらえました。
　ゲストハウスを運営しているのですが、病気
療養のため休業したときは、近所の方々から「何
か手伝えることがあったら言ってね」と、本当
に温かい言葉や恩情をいただきました。ご近所
同士で困っているときに、思いやることの大切
さを学ばせてもらっています。

【移住のきっかけ】
　ゲストハウスを開業するために物件を探していて、彦根の町屋情報バ
ンクを知り、今の物件に出会いました。町屋情報バンクに協力してもら
いながら、見学や面談を重ねて移住を決めました。

ご近所同士で思いやることの
大切さを学んでいます

　全国的に人口減少や少子高齢化が進む中、彦根に魅
力を感じて移り住んでくれる人たちがいます。そんな
移住者を地域であたたかく迎え入れるために、私たち
ができることは何でしょうか？
　今回の特集では、実際に彦根に移住した人や、地域
の人の思いを紹介します。自分の住む地域にやって来
る（来た）人のことを想像しながら、考えてみましょう。
問い合わせ先　 企画課☎30-6116、️FAX22-1398

インタビュー❶

インタビュー❷
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今、注目される地方移住 　東京都にある地方移住のための情報収集
拠点「ふるさと回帰支援センター」（写真）に
は、地方移住希望者が日々相談に訪れていま
す。来訪者数や問い合わせ数は、年々増加し
ています（左のグラフのとおり）。

　人口減少や少子高齢化の問題は、まちの活力を低下させ、
将来的に私たちの生活にも影響を与えます（右記のとおり）。
　移住者が増えれば、単に人口が増えるだけではなく、コ
ミュニティ活動に参加する人が増えたり、空き家が利用さ
れたりと、その地域に活気が生まれることにつながります。
地域全体で移住者を迎え入れていきましょう。

移住者を迎え入れることは
まちの活力を高めることに
つながります

地域行事の担い
手がいなくなる
⇨地域コミュニ
ティの衰退、活
気がなくなる

空き家の増加
⇨景観の悪化、
火事などの災害
リスクが増加

民間事業所が減
少していく可能
性が高まる
⇨生活の利便性
が低下

子どもの数の
減少
⇨学校施設の
維持が困難

出典：彦根市まち・ひと・しごと創生総合戦略人口ビジョン

移住フェア、情報発信 移住者向け市内案内 移住に関する各種相談対応

▷▷▷市ではこんな取り組み（移住促進事業）をしています！

※詳しくは彦根市ホームページをご覧ください。

　都市部で行われる移住フェア・
セミナーで、彦根市への移住 PR
を行っています。
　ホームページや SNS を活用
し、移住関連情報や観光・イベ
ント情報などを発信しています。

　彦根暮らしをより具体的
に検討してもらうために、移
住希望者の要望に沿ったプ
ランを提案し、市内を案内し
ています。

　移住相談窓口を 企画課に
設置し、相談に応じています。
空き家バンク、求人状況、子育
て情報、地域の様子、イベント
などの情報提供もしています。
　移住者向けの補助事業の相
談対応も行っています。

トピックス❶

トピックス❷
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ふるさと回帰支援センター
（東京都）の来訪者数（電話など
の問い合わせ含む）の推移

「地方に移住したい」
と希望する人が、
年々増えている！

彦根市　移住 　検索

※平成 27 年度に策定した「彦根市まち・ひと・しごと創生総合戦略」では、
年間転入超過数 :100 人、年間出生数 :1,000 人などを目標に掲げ、人口
の維持を目指しています。



久
保
さ
ん
（
以
下
、
久
）　

吉
田
さ

ん
は
芹
橋
二
丁
目
に
ど
ん
な
き
っ

か
け
で
住
み
始
め
た
の
で
す
か
？

吉
田
さ
ん（
以
下
、吉
）　

日
本
ら
し

い
場
所
で
お
店
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
歴
史
・
文
化
の
あ

る
地
元
・
彦
根
で
物
件
を
探
し
て

い
ま
し
た
。
知
人
の
紹
介
で
こ
の

家
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
が
、
市

の
指
定
文
化
財
な
の
で
、
最
初
は

店
を
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
、
諦

め
た
ん
で
す
。
け
れ
ど
、
そ
の
後

大
菅
さ
ん
と
知
り
合
っ
て
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ

で
、
諦
め
て
い
た
物
件
が
商
業
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

久　

大
菅
さ
ん
は
ど
ん
な
サ
ポ
ー

ト
を
し
ま
し
た
か
？

大
菅
さ
ん
（
以
下
、
大
）
吉
田
さ
ん

の
話
を
聞
い
て
、
物
件
に
そ
こ
ま

で
手
を
入
れ
な
く
て
も
お
店
が
で

き
そ
う
だ
と
思
っ
た
の
で
、
市
の

文
化
財
課
へ
相
談
し
に
行
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と
で
は

な
い
よ
う
だ
っ
た
の
で
、再
度
、吉

田
さ
ん
に
連
絡
し
て
決
め
て
も
ら

い
ま
し
た
。

久　

大
菅
さ
ん
は
ど
う
い
う
思
い

で
そ
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
た

の
で
す
か
？

大　
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
静
か
に

な
っ
た
町
を
活
性
化
さ
せ
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
、自
治
会
の「
ま

ち
づ
く
り
部
会
」
を
中
心
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
足
軽
屋
敷

や
古
民
家
を
利
用
し
て
、
観
光
客

に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
な
お
店
を

作
り
た
い
と
い
う
構
想
が
あ
っ
た

の
で
す
。
吉
田
さ
ん
の
話
を
聞
き
、

ま
さ
に
理
想
的
な
人
だ
っ
た
の
で
、

ぜ
ひ
我
々
の
町
に
来
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

久　

村
山
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
家
を
貸
し
出
す
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
か
？

村
山
さ
ん
（
以
下
、
村
）　

こ
の
家

は
私
の
実
家
で
、
両
親
が
住
ん
で

い
ま
し
た
が
、
数
年
前
に
空
き
家

に
な
り
ま
し
た
。
文
化
財
の
指
定

を
受
け
た
際
に
行
わ
れ
た
見
学
会

に
は
、
若
者
が
20
人
く
ら
い
来
て
、

案
外
若
い
人
も
古
民
家
に
住
み
た

い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、
空
き

家
の
貸
し
出
し
を
始
め
ま
し
た
。

久　

吉
田
さ
ん
は
お
店
を
オ
ー
プ

ン
す
る
時
、
大
家
の
村
山
さ
ん
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
て
助
か
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

吉　

頻
繁
に
連
絡
を
取
っ
た
り
、

様
子
を
見
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
り

し
ま
し
た
。
改
装
の
相
談
に
も

乗
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

移住コンシェルジュ（詳しくは５ページ）の久保さんが、芹橋二丁目の移住者や地域の皆さんの思いを聞きました

「移住者を『地域で受け入れる』ということ」

ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
た
く
て
、
吉
田
さ
ん
に
は
ぜ
ひ

来
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
（
大
菅
さ
ん
）

自
分
の
古
民
家
に
若
い
人
が
住
み
た
い
と
言
っ
て
く

れ
る
。
こ
の
家
も
喜
ん
で
る
と
思
い
ま
す（
村
山
さ
ん
）

移住者の吉田さんが昨年 10月にオープンしたローチョコレート専門店「Hareto-Keto（ハレトケト）」（芹橋二丁目、土日のみ営業）にて

吉田 理
り

恵
え

さん（移住者）

　市外から U ターン。古民家
を活用し、生のカカオを使っ
た栄養豊富なチョコレート
など健康にこだわったお菓
子を提供されています。

大菅 勝
しょう

造
ぞう

さん
　芹橋二丁目自治会の
まちづくり部会で、町の
活性化に向けて取り組
んでおられます。

村山 保
たもつ

さん
　市の指定文化財である、
旧彦根藩足軽屋敷・村山家
住宅を吉田さんに貸し出し、
大家さんとして色々な面で
サポートされています。

久保 さゆりさん
（移住コンシェルジュ）

　彦根への移住希望者に
情報提供や移住支援を
行っています。 自身も大
阪からの移住者。
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久　

な
る
ほ
ど
。
良
い
関
係
が

築
け
て
い
る
の
は
、
地
域
の
中

で
普
段
か
ら
よ
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
か

ら
で
し
ょ
う
ね
。
吉
田
さ
ん
は
、

地
域
に
な
じ
む
た
め
に
ど
ん
な

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
か
？

吉　

近
所
で
お
顔
を
合
わ
せ
た

ら
、
元
気
に
あ
い
さ
つ
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
す
れ

違
っ
た
人
に
は
少
し
で
も
自
分

を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

工
夫
し
て
い
ま
す
。

久　

地
域
に
移
住
者
が
入
っ
て

き
て
、
地
域
の
様
子
に
変
化
を

感
じ
ま
す
か
？

大　

最
近
、
若
い
人
が
増
え
つ

つ
あ
り
、
子
ど
も
の
減
少
が
緩

や
か
に
な
り
、
明
る
い
未
来
が

見
え
て
き
た
の
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
吉
田
さ
ん
の
お
店
に

つ
い
て
、
最
初
は
ご
近
所
の
方

も
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
オ
ー
プ
ン
し
た
お
店
を
の

ぞ
い
て
み
た
り
、
気
に
か
け
て

い
る
よ
う
で
す
。

村　

昔
と
今
で
は
町
の
雰
囲
気

が
全
然
違
い
ま
す
。
今
は
地
域

の
方
々
が
活
性
化
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
店
が
で
き
た
り
し
て
、

ま
す
ま
す
活
性
化
し
て
い
く
よ

う
に
思
い
ま
す
。

久　

移
住
者
を
受
け
入
れ
て
、

よ
り
良
い
町
に
し
て
い
く
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う

か
？

大　

ご
近
所
で
助
け
合
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
芹
橋
二
丁
目

で
は
そ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
自
治
会
、
防
災
会
、
子

ど
も
会
、
民
生
委
員
な
ど
が
連

携
し
、
地
道
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

久　

家
を
貸
す
大
家
さ
ん
と
し

て
、
移
住
者
が
地
域
に
な
じ
む

た
め
に
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
と

い
い
と
思
い
ま
す
か
？

村　

一
番
肝
心
な
こ
と
は
、こ
の

地
域
で
大
菅
さ
ん
た
ち
が
行
っ

て
い
る
活
動
の
趣
旨
を
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

が
、当
初
か
ら
地
域
の
方
々
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、よ

く
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
喜
ん
で
い
ま
す
。

近
所
で
お
顔
を
合
わ
せ
た
ら
、
元
気
に
あ
い
さ
つ

す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
（
吉
田
さ
ん
）

▶︎彦根市への移住・U ターン
を検討している人に、移住情
報や彦根暮らしの魅力に関す
る情報などを提供します。

▶︎移住を受け入れたい地域と移住
希望者をつなぐ「地域のご案内・
交流」のコーディネートを行って
います。

問い合わせ先　 企画課内
　☎️ 30-6101、 ijusokushin@

ma.city.hikone.shiga.jp

移住に関する相談はこちらへ

移住コンシェルジュ

「地域で移住者を受け入れたいけど、どうすれば？」「空き家を貸したいけど、どうすれば？」など

移住者を受け入れて、地域に活気を！
　移住した方や移住を検討されている
方と話してみると、地元にとって当たり
前に思っていたものが、実は魅力的なも
のだということに気づかされます。
　地域に移住者を迎えて入れて、新たな
活気が生まれるきっかけをつくりませ
んか？（移住コンシェルジュ・久保さん）

小江戸ひこね町屋情報バンク＆
彦根市空き家バンク

人と人とのつながりを
大切にしています
　単に物件を紹介している
だけではありません。新し
い住まい手には面談を行い、
町屋や古民家の管理の大変
さや地域の慣習や近所付き
合いについてもきちんと説
明しています。しっかり理
解してもらった上で、空き
家を引き継ぐので、安心し
て地域に入ってもらえます。

　空き家の所有者と新しい住まい手をマッチングさせる、
お見合いの仲人のような役割を担っています。

①小江戸ひこね町屋情報バンク
　町屋や古民家（昭和 20 年
　以前の物件）が対象です。
②︎彦根市空き家バンク
　市内の空き家全般（住居
　物件）が対象です。
問い合わせ先【①②共通】☎️ 23-2123（10：00 ～ 18：00）

町
屋
情
報
バ
ン
ク

空
き
家
バ
ン
ク

貸したい人
売りたい人

借りたい人
買いたい人

お気軽に
ご相談ください！
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市・県民税の申告
税務課市民税係（彦根駅西口仮庁舎 3 階）

☎ 30-6140

２
/
　

18
㈪
〜
３
/
　

15
㈮

期
限
が
近
づ
く
と
、
窓
口
が
た
い
へ
ん
混
雑
し

ま
す
。
早
め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
と
所
得
税

お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告

いきている

所得税の確定申告
彦根税務署（立花町 5-20）

☎ 22-7640【自動音声案内】

申
告
の
案
内

　

市
・
県
民
税
の
申
告

が
必
要
と
思
わ
れ
る

人
に
は
「
申
告
の
ご
案

内
」
を
郵
送
し
ま
す
。

申
告
書
は
、
申
告
の
受

付
会
場
に
用
意
し
て

い
る
の
で
、
そ
の
場
で

作
成
で
き
ま
す
。
事
前

に
申
告
書
が
必
要
な

場
合
、
税
務
課
（
彦
根

駅
西
口
仮
庁
舎
３
階
）
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
申
告
受
付
を
左
の
日
程
で
行

い
ま
す
。
「
申
告
の
ご
案
内
」
の
送
付
が

な
か
っ
た
人
で
も
、
申
告
が
必
要
な
場
合

は
最
寄
り
の
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
（
以

下
、「
所
得
税
」）
の
確
定
申
告
（
こ
の
ペ
ー
ジ

下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
を
す
る
人
は
、
市
・
県

民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
人

は
、「
収
支
内
訳
書
」
が
必
要
で
す
。
事
前

に
作
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の­

▼
「
申
告
の
ご
案
内
」

▼
印
鑑

▼
平
成
30
年
中
の
所
得
が
明
ら
か
に
な
る

書
類
（
源
泉
徴
収
票
、
支
払
調
書
な
ど
）

▼
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
「
収
支

内
訳
書
」

▼
所
得
控
除
の
対
象
と
な
る
も
の
に
関
す

る
書
類
（
医
療
費
の
明
細
書
、雑
損
控
除
の
対
象

と
な
る
各
種
領
収
書
、生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料

な
ど
の
控
除
証
明
書
、
国
民
年
金
保
険
料
・
国
民
健

康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険

料
の
支
払
証
明
書
、
寄
附
金
の
領
収
書
な
ど
）

▼
配
偶
者（
特
別
）控
除
を
受
け
る
人
は
、配

偶
者
の
所
得
が
確
認
で
き
る
書
類
な
ど

▼
身
体
障
害
者
な
ど
の
人
は
、
障
害
者
手

帳
な
ど

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
本
人
確
認
書
類

　

年
金
所
得
者
の
確
定
申
告
な
ど
、
簡
易

な
所
得
税
の
申
告
も
受
け
付
け
ま
す
。
た

だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
、
税
務
署
が

開
設
す
る
申
告
書
作
成
会
場
（
商
工
会
議
所

４
階
）
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を

受
け
る
人

▼
譲
渡
所
得
（
株
式
譲
渡
、
不
動
産
譲
渡
な

ど
）
が
あ
る
人

▼
青
色
申
告
を
す
る
人

▼
初
め
て
事
業
所
得
を
申
告
す
る
人

▼
税
務
署
か
ら
申
告
書
が
送
付
さ
れ
た
人

▼
住
宅
耐
震
改
修
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
・
省
エ
ネ
改
修
な
ど
の
特
別
控
除
を

受
け
る
人

　

所
得
税
は
、
納
税
者

自
身
が
１
年
間
の
所
得

と
税
額
を
計
算
し
、
申

告
・
納
付
す
る
し
く
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
が
必
要
な

人
で
、
期
限
ま
で
に
申

告
を
し
な
か
っ
た
り
、

誤
っ
た
申
告
を
し
た
り

す
る
と
、
延
滞
税
や
加

算
税
が
か
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

申
告
書
作
成
会
場
は

彦
根
商
工
会
議
所
で
す

　

確
定
申
告
期
間
中
の
申
告
書
作
成
会
場

は
、
彦
根
商
工
会
議
所
４
階
で
す
。
彦
根

税
務
署
に
は
申
告
書
作
成
会
場
は
あ
り
ま

せ
ん
。

開
設
期
間　

２
月
18
日
㈪
〜
３
月
15
日

㈮
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

相
談
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
申
告
書
作
成
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ

り
、
早
め
に
相
談
受
付
を
終
了
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
彦
根
税
務
署
で
は
、
作
成
済
み
の
申

告
書
な
ど
の
受
付
、
納
税
、
納
税
証

明
書
の
交
付
の
み
行
い
ま
す
。

配
偶
者（
特
別
）控
除
に
関
す
る
改
正

　

配
偶
者
控
除
の
控
除
額
は
、
申
告

者
の
合
計
所
得
金
額
に
応
じ
て
変
わ
り
、

配
偶
者
特
別
控
除
の
控
除
額
は
、
対
象

の
配
偶
者
と
申
告
者
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計

所
得
金
額
に
応
じ
て
変
わ
り
ま
す
。

　

両
控
除
は
、
申
告
者
の
合
計
所
得
金

額
が
１
千
万
円
を
超
え
る
場
合
、
適
用

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
控
除
額
な
ど
、
詳
し
く
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

医
療
費
控
除
の
領
収
書
は

提
出
不
要
で
す

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、医
療

費
の
領
収
書
に
代
わ
り「
医
療
費
控
除
の

明
細
書
」の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

※
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
を
添
付

し
て
申
告
し
た
場
合
、
領
収
書
は
５

年
間
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

市民会館 市役所（耐震化工事中）

郵便局

商工会議所

城東
小学校

市民会館

NTT

彦根税務署
彦
根
城
へ

彦根駅西口
仮庁舎

湖東
合同庁舎
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この社会　あなたの税が
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
場

合
は
、
控
除
証
明
書
が
必
要
で
す
。
郵

送
さ
れ
な
い
場
合
な
ど
は
、
彦
根
年
金

事
務
所
（
☎
23-

１
１
１
４
番
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
、「
医
療

費
の
明
細
書
」
を
申
告
書
に
添
付
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
作
成
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
確
定
申
告
を
す
る
場
合
、
市
で
は
申
告

　

書
（
控
）
に
受
付
印
を
押
す
こ
と
や
、持

　

ち
込
み
の
申
告
書
に
印
字
す
る
こ
と
は

　

で
き
ま
せ
ん
。

▼
確
定
申
告
を
電
子
送
信
す
る
場
合
、
提

　

出
が
省
略
と
な
る
資
料
も
お
持
ち
く
だ

　
　
　
　
　
　

さ
い
。

▼
申
告
の
受
付
会
場
は
、

午
前
・
午
後
と
も
に
混

雑
状
況
に
よ
り
早
め
に

相
談
受
付
を
終
了
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
告
書
の
作
成
は

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
に
ア
ク
セ
ス
し
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力

す
る
だ
け
で
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

　

申
告
書
を
「
ｅイ

ー-

Ｔタ
ッ
ク
ス

ａ
ｘ
」
で
送
信
す

れ
ば
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
添
付
書
類
の

提
出
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

Ｉア
イ

Ｄデ
ィ
ー・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
取
得
で

申
告
手
続
き
が
よ
り
便
利
に

　
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

作
成
し
た
申
告
書
を
、
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
方
式
を
利
用
し
て
「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
」
で

送
信
す
れ
ば
、
申
告
が
完
了
し
ま
す
（
こ

れ
ま
で
必
要
だ
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や

Ｉア
イ

Ｃシ
ー

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
は
不
要
で
す
）。

　

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
税
務
署
職
員

と
対
面
で
の
本
人
確
認
後
に
発
行
し
ま

す
。
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

を
お
持
ち
の
上
、
近
く
の
税
務
署
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
利
用
す
る
と

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
申
告
も
便
利
に

　

給
与
所
得
（
年
末
調
整
済
み
）
で
、
医
療

費
控
除
ま
た
は
寄
附
金
控
除
を
適
用
し

て
申
告
す
る
人
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専

用
画
面
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

申
告
書
の
控
え
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
保

存
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
で

　

不
明
な
点
な
ど
は
電
話
で
問
い
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
税
務
署
に
電

話
し
、
音
声
案
内
に
従
っ
て
相
談
内
容

に
応
じ
た
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
確
定
申
告
に
関
す
る
相
談　

０
番

▼
税
金
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談　

１
番

▼
税
金
の
納
付
相
談
・
税
務
署
か
ら
の
送

付
文
書
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ　

２
番

▼
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る

相
談　

３
番

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の

操
作
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
」
☎
０
５
７
０-

01-

５
９
０
１
番

税
理
士
に
よ
る
相
談
会

　

税
理
士
に
よ
る
相
談
会
が
次
の
と
お

り
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
稲
枝
商
工
会
館
会
場

開
設
日　

２
月
22
日
㈮

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
　
　

午
後
１
時
〜
同
４
時

▼
ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
会
場

開
設
日　

２
月
26
日
㈫
〜
３
月
１
日
㈮

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　

午
後
１
時
〜
同
４
時

場
所　

２
階
第
１
研
修
室

※
入
場
は
、
い
ず
れ
も
午
後
３
時
ま
で

主
催　

彦
根
納
税
協
会
☎
22-

２
８
３

６
番

2月26日㈫
〜
28日㈭

2月18日㈪
〜

3月15日㈮

3月 6日㈬

2月22日㈮

3月 8日㈮

3月12日㈫

3月13日㈬

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

13：00～16：00

土・日曜日と、平日の12：00～13：00は
受付できません。

N

稲枝支所

南老人福祉　
センター●

ＪＡ●

みずほ　
文化センター●

　稲枝地区
●公民館

文
稲枝中学校

⑤

N

鳥居本地
区公民館

　文
鳥居本小国

道
８
号

中
　
山
　
道

名
神
高
速
道
路

（鳥居本出張所）

②

N

直
売
所
●

文
亀山小学校保育園

亀山出張所

河瀬地区公民館

靴店●

文
河瀬小学校

国
道
８
号（河瀬出張所）

N④

＜申告受付日程＞
N

高宮地域
文化センター

銀行●

●高宮郵便局

●消防団
　車庫

国
道
８
号

中
　
山
　
道 （高宮出張所）

③

月 日 会 場

稲 枝 支 所
（右図②）

稲 枝 支 所
（右図②）

亀山出張所
（右図③）

河 瀬 地 区
公 民 館

（右図④）

鳥居本地区
公 民 館

（右図⑤）

高 宮 地 域
文化センター

（右図①）

受付時間

月 日 会 場 受付時間

①

　 税 務 課
申 告 会 場
（彦根駅西口
仮庁舎4階）
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傍
聴
で
き
ま
す

彦
根
市
い
の
ち
支
え
る

自
殺
対
策
推
進
会
議
（
第
３
回
）

「
彦
根
市
自
殺
対
策
計
画
」の
策

定
や
進
行
管
理
な
ど
を
審
議
す
る

会
議
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

日
時　

２
月
21
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
同
３
時
30
分

場
所　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
平
田
町
）
多
目
的
室

対
象　

市
内
在
住
の
人

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
手
話
通
訳
な
ど
が
必
要
な
場
合
、

２
月
14
日
㈭
ま
で
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

一
部
の
高
齢
者
は
障
害
者

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

持
っ
て
い
な
い
人
で
も
、
福
祉
事

務
所
長
が
次
の
①
〜
③
の
条
件
を

全
て
満
た
す
と
認
定
す
れ
ば
、
所

得
税
や
市
・
県
民
税
の
障
害
者
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

認
定
の
条
件

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以
上

の
人

②
要
介
護
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

③
医
師
の
診
断
な
ど
で
、
中
等
度

以
上
の
認
知
症
の
症
状
が
認
め

ら
れ
る
人
、
ま
た
は
身
体
的
な

理
由
で
ほ
ぼ
一
人
で
外
出
を
せ

ず
、
日
常
生
活
上
で
介
助
が
必

要
な
人

申
請
方
法

本
人
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証

と
申
請
者（
本
人
ま
た
は
家
族
）の
印

鑑
を
持
っ
て
、

介
護
福
祉
課
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
請
後
、
10

日
ほ
ど
で
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

※
所
得
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
税
務
署
や

税
務
課
で
の

申
告
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課

☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
８
番

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審
査

　

美
術
品
、
骨
董
品
と
し
て
の
火

縄
銃
な
ど
の
古
式
銃
や
刀
剣
類
は
、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
に
よ

り
登
録
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
て
い
な

い
銃
砲
・
刀
剣
類
は
、
他
人
へ
譲

渡
し
た
り
、
所
持
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
14
日
㈭　

午
前
10
時

～
午
後
３
時

場
所　

大
津
合
同
庁
舎
７
Ｂ
会
議

室
（
大
津
市
松
本
一
丁
目
）

持
ち
物

①
銃
砲
刀
剣
類
（
現
物
）

②
警
察
署
発
行
の
刀
剣
類
発
見
届

出
済
証

③
審
査
手
数
料
（
１
件
６
、
３
０
０

円
）、
ま
た
は
再
交
付
手
数
料

（
１
件
３
、
５
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課
☎
０
７
７-

５

２
８-

４
６
７
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
７-

５
２
８-

４
９
５
６
番

祝
日
の
ご
み
等
収
集
の

お
知
ら
せ

　

２
月
11
日
（
月
・
祝
）
は
、
月
曜

収
集
区
域
の
び
ん
の
み
収
集
し
ま

す
（
燃
や
す
ご
み
・
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

缶
・
び
ん
を
入
れ
る
青
い
か
ご

（
資
源
コ
ン
テ
ナ
）
は
、収
集
の
た
び

入
れ
替
わ
り
ま
す
。
コ
ン
テ
ナ
に

名
札
や
滑
車
な
ど
を
取
り
付
け
な

い
で
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
は
、
収
集
日
の
午
前
８
時

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬

入
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

税
理
士
記
念
日
特
別
相
談

確
定
申
告
や
医
療
費
控
除
、
相

続
税
、
贈
与
税
な
ど
、
税
全
般
に

つ
い
て
相
談
で
き
ま
す
（
内
容
に

よ
っ
て
相
談
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
）。

日
時　

２
月
17
日
㈰　

午
前
10
時

～
午
後
４
時
（
受
付
は
午
後
３
時

30
分
ま
で
）
※
１
人
30
分

場
所　

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根（
竹
ケ
鼻

町
）
１
階
セ
ン
タ
ー
モ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先　

近
畿
税
理
士
会

彦
根
支
部
☎
21-

６
２
４
８
番

みずほ文化センター

　使用許可申請期間 が変わります

　4 月 1 日㈪以降の使用分から、申請期間を下表のと
おり変更します。詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ先
　みずほ文化センター
　☎ 43-8111、FAX43-8112

施　設

多目的ホール・楽屋
使用日の
6か月前～1か月前

使用日の
1年前～1か月前

使用日の
3か月前～前日

使用日の
6か月前～3日前

ホール・楽屋
以外の施設

現　在 変　更　後
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3 月 1 日㈮から移設します　　放置自転車 の 保管場所  
撤去した放置自転車などの保管場所を、次のとおり移設します。
3 月 1 日㈮以降の返還手続きは、移設後の保管場所で行います。

移設後保管場所
小泉町 300-22（JR 南彦根駅西口高架下、
旧南彦根駅西第 2 自転車駐車場）

返還日時
3 月 1 日㈮～同 31 日㈰…火・金・日曜日　15：00 〜 19：00
4 月 1 日㈪以降…毎週月〜金曜日　9：00 ～ 16：30（祝日、年末年始を除く）

　※ 4 月 1 日㈪以降は、事前に 交通対策課までお問い合わせ・日程調整の上、
　引き取りに来てください。

返還に必要なもの
①本人確認書類（運転免許証、学生証、保険証など）

②自転車・バイク（原動機付自転車）の鍵
③返還手数料（1 台あたり自転車：2,570 円、原動機付自転車：3,800 円）

問い合わせ先　 交通対策課☎ 30-6134、FAX24-5211
　※自転車駐車場について：南彦根駅西第 1 自転車駐車場管理室☎ 27-0267

← 京都 彦根 →

く
す
の
き
通
り

南彦根駅

ひこね
燦ぱれす

南彦根駅西
第4自転車駐車場

南彦根駅西
第1自転車駐車場

現在の
保管場所

新しい保管場所（高架下）
南彦根駅西第2自転車駐車場閉鎖に
伴い、1月20日からオープンしました

N

な
ど
、
さ
ら
に
絆き

ず
な

が
強
く
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

大
太
鼓
の
修
繕
と
提ち

ょ
う
ち
ん灯
の
新
調

　
【
前
浦
町
自
治
会
】

傷
み
が
ひ
ど
か
っ
た
大
太
鼓
の

両
面
を
張
り
替
え
、
老
朽
化
し
て

い
た
提
灯
を
新
調
し
ま
し
た
。
伝

統
あ
る
地
域
の
祭
り
に
、
地
域
を

あ
げ
て
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
連
帯
感
が
生
ま
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

鳥
居
本
地
区
わ
い
わ
い
ひ
ろ
ば

開
催
日
を
変
更
し
ま
す

【
変
更
前
】
２
月
22
日
㈮

　

  

↓

【
変
更
後
】
２
月
15
日
㈮

※
時
間（
午
前
10
時
〜
同
11
時
30
分
）

と
会
場
（
鳥
居
本
地
区
公
民
館
）

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
・
若

者
課
☎
49-

２
２
５
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

宝
く
じ
の
助
成
金
で
充
実

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝

く
じ
の
収
益
金
を
財
源
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
平
成
30
年
度
に
同
制
度
を

活
用
し
て
実
施
さ
れ
た
事
業
を
紹

介
し
ま
す
。

子
ど
も
神み

こ
し輿
の
修
繕

　
【
中
央
町
町
内
会
】

損
傷
し
て
い
た
子
ど
も
神
輿
の

修
繕
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
住

民
同
士
の
結
束
意
識
が
高
ま
り
、

大
人
と
子
ど
も
の
交
流
が
深
ま
る



　高齢者がスポーツ施設や講座を利用
する場合、その費用の一部を助成します

対象者　市内在住で 65 歳以上の介護保険被保険者（介
護保険料の滞納がない人）

助成額　施設利用料・講座受講料の 2 分の 1 の額（助成
限度額は年度あたり 1 人 3 千円） ※今年度の申請がまだの
人は、早めにお手続きください。

対象施設　

▶︎フィットウィル彦根（開出今町）

▶︎エル・スポーツ彦根（長曽根南町）　
申請方法　 医療福祉推進課または対象施設にある申

請書に必要事項を記入し、押印の上、必要書類（介護
保険被保険者証、利用料などの領収書、振込先口座が分かるも

の）を添えて提出してください。
提出・問い合わせ先
　 医療福祉推進課
　（八坂町、くすのきセンター内）
　☎ 24-0828、FAX24-5870

運動で
介護予防！

水
道
管
の
防
寒
方
法

　

厚
手
の
布
や
市
販
の
保
温
材
を
蛇
口
ま

で
巻
き
つ
け
、そ
の
上
に
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を

巻
い
て
、直
接
冷
気
を
受
け
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
凍
り
つ
い
て
水
が
出
な
い
と
き
は

　

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
て
、そ
の
上
か
ら
ぬ
る

ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
氷
を
溶
か
し
て

く
だ
さ
い
。

※
熱
湯
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。水
道
管

が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

▼
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ

を
閉
め
、破
裂
し
た
部
分
に
布
や
テ
ー
プ

を
巻
い
て
応
急
手
当
を
し
、彦
根
市
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
（
以
下
「
指
定
工
事

事
業
者
」）
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
敷
地
内
の
修
理
は
、指
定
工
事
事
業
者
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。修
理
に
か
か
る
費
用

は
、
お
客
様
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
指
定
工
事
事
業
者
名
は
、彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

水
漏
れ
が
な
い
か
確
認
を

次
の
方
法
に
よ
り
定
期
的
に
水
道
メ
ー

タ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、漏
水
を
早
期
発
見
で

き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

①
敷
地
内
の
全
て
の
蛇
口
を
閉
め
た
状
態

で
メ
ー
タ
ー
を
見
る
。 

②
メ
ー
タ
ー
盤
内
の
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
針
」

（
※
）
の
動
き
を
見
る
。 

「
パ
イ
ロ
ッ
ト

針
」
が
回
っ
て
い
る
場
合
、水
漏
れ
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

※
メ
ー
タ
ー
盤
内
に
あ
る
回
転
す
る
部
品
。

製
造
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
、色
や
形
状
は
異

な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。蛇
口
を
開
け

て
水
が
流
れ
る
と
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
針
が

回
転
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

寒
さ 

か
ら
水
道
管 

を 

守
り
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市
上
下
水
道
料

金
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
☎

27-

２
８
０
２
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

２
８

０
３
番
、
上
水
道
工
務
課
☎
22-

２

６
４
８
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

５
４
３
３
番

▲水道管の解凍方法

パイロット針

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

よ
る
国
民
年
金
保
険
料
前
納
の
申

込
は
お
早
め
に

　

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
国
民
年
金
保
険
料
の
各
種
前
納

の
手
続
き
の
締
切
は
２
月
28
日
㈭
で
す
。

間
に
合
わ
な
か
っ
た
場
合
、
翌
年
３
月

ま
で
翌
月
末
振
替
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
希
望
す
る
場
合
、早
め
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
（
保
険
料
の
割
引
率
が
一

番
高
く
な
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
「
口

座
振
替
」
で
す
）。

※
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て
い

る
人
は
、
再
度
申
込
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん（
１
年
前
納
か
ら
２
年
前
納
へ

の
変
更
な
ど
、
振
替
方
法
を
変
更
す
る
場

合
は
再
度
申
込
が
必
要
）。

※
保
険
料
が
一
部
免
除
さ
れ
た
人
は
、

口
座
振
替
の
前
納
制
度
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

※
郵
送
に
よ
る
申
込
の
場
合
、
郵
便
物

の
到
着
ま
で
に
日
数
が
か
か
る
の
で
、

早
め
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務
所
国

民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、Ｆ
Ａ

Ｘ
23-

９
０
３
３
番
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▲新成人のことば

▼仲良しの友達と一緒に

意
見
公
募
手
続
制
度

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

意
見
の
提
出
用
紙
は
、各
公
開
場
所

に
あ
り
ま
す
。彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど

は
、意
見
に
対
す
る
彦
根
市
の
考
え
方

と
と
も
に
整
理
し
た
上
で
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対

し
て
、個
別
に
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

彦
根
市
社
会
教
育
施
設
等

適
正
管
理
計
画
（
素
案
）

内
容　

市
の
３
つ
の
社
会
教
育
施
設
な
ど

（
荒
神
山
自
然
の
家
、
夢
京
橋
あ
か
り
館
、
高
宮

駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）を
適
正
に
維
持

管
理
し
て
い
く
た
め
、
同
計
画
を
作
成
し

ま
す
。

素
案
の
公
開
場
所　

交
通
対
策
課
、

地

域
経
済
振
興
課
、
荒
神
山
自
然
の
家
、
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
彦
根
駅
西
口
仮
庁
舎
３

階
）、
支
所
・
各
出
張
所
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

素
案
の
公
開
期
限
と
意
見
の
提
出
期
限　

　

２
月
25
日
㈪
（
必
着
）　

提
出
方
法　

交
通
対
策
課
、

地
域
経
済

振
興
課
、
荒
神
山
自
然
の
家
に
直
接
お
持

ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
経
済
振
興

課
商
工
振
興
係
（
〒
５
２
２-

０
０
７
４　

大

東
町
２-

28
）
☎
30-

６
１
１
９
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

９
６
７
６
番
、

shoko@
m

a.city.
hikone.shiga.jp

彦
根
市
緑
の
基
本
計
画
（
改
定
）

内
容　

今
後
の
人
口
減
少
や
、
２
０
２
４
年

の
第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
第
24
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
た
総

合
公
園
の
整
備
な
ど
、
社
会
情
勢
が
変
化

す
る
中
で
、
同
計
画
を
改
定
し
ま
す
。

素
案
の
公
開
場
所　

都
市
計
画
課
、情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
（
彦
根
駅
西
口
仮
庁
舎
３
階
）、支

所
・
各
出
張
所
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

素
案
の
公
開
期
間
と
意
見
の
提
出
期
間

　

２
月
１
日
㈮
～
３
月
４
日
㈪
（
必
着
）

提
出
方
法　

都
市
計
画
課
に
直
接
お
持
ち

い
た
だ
く
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課
公

園
緑
地
係
（
〒
５
２
２-

０
０
７
４　

大
東
町
２

-

28
）
☎
30-

６
１
２
４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８

５
１
７
番
、

toshikeikaku@
m

a.city.
hikone.shiga.jp

話題のひろば

新たな一歩を踏み出す

新成人のつどい が開催されました

　1 月 13 日、ひこね市文化プラザ（野瀬町）で新
成人のつどいが開催され、スーツや振袖姿の新成人
868 人が出席しました。

式典の中で、新成人のつどい実行委員長の増田
樹
みきお

さんは、「感謝の気持ちと、彦根市で生まれた誇
り、そして成人としての決意を心に刻み、これから
の人生を歩んでいくことを誓います」と新成人のこ
とばを話しました。

会場の内外では、久しぶりの再会を喜んだり、友
人同士で楽しそうに記念撮影をしたりする姿が見ら
れました。
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地
方
公
共
団
体
の
議
員
、
常
勤
の

公
務
員
は
除
く　
〈
定
員
〉
１
人　

〈
申
込
方
法
〉応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
書
き
、
応
募
動
機
と
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
課

題
や
抱
負（
８
０
０
字
程
度
）を
添
え

て
ご
提
出
く
だ
さ
い
（
書
式
自
由
）。

応
募
用
紙
は

企
画
課
女
性
活
躍

推
進
室
（
彦
根
駅
西
口
仮
庁
舎
４
階
）、

支
所
・
各
出
張
所
な
ど
に
あ
り
ま

す
（
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。　
〈
申
込
期

限
〉
２
月
８
日
㈮　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉

企
画
課
女
性
活
躍

推
進
室
☎
30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-
１
３
９
８
番　

※
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
直
接
窓
口
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
書
類

と
面
接
に
よ
り
選
考
し
ま
す
（
面

接
日
は
応
募
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

ご
城
下
に
ぎ
わ
い
市
出
店
者

〈
内
容
〉
金
亀
児
童
公
園
（
金
亀
町
）

内
の
特
設
会
場（
井
伊
直
弼
公
像
横
）

で
開
催
さ
れ
る
ご
城
下
に
ぎ
わ
い

市
に
出
店
し
ま
せ
ん
か
。　
〈
開
催

日
時
〉
３
月
16
日
㈯
〜
５
月
６
日

（
月
・
振
）　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

５
時　
〈
対
象
〉市
内
で
営
業
し
て

い
る
事
業
主（
会
社
）　
〈
そ
の
他
〉

販
売
は
（
公
社
）
彦
根
観
光
協
会

が
行
い
、
販
売
手
数
料
と
し
て
売

上
金
の
30
％
を
い
た
だ
き
ま
す
。　

〈
申
込
期
間
〉２
月
１
日
㈮
〜
同
15

日
㈮　

午
後
５
時　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉（
公
社
）
彦
根
観
光

協
会
（
本
町
一
丁
目
12-

５　

四
番
町

ス
ク
エ
ア
ひ
こ
ね
街
な
か
プ
ラ
ザ
内
）

☎
23-

０
０
０
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
９
１
９
番　

※
同
協
会
に
あ
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
き
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

カ
ロ
ム
大
会

〈
内
容
〉
カ
ロ
ム
協
会
の
皆
さ
ん

に
、
初
歩
か
ら
遊
び
方
を
教
え
て

も
ら
い
ま
す
。
試
合
を
し
て
第
３

位
ま
で
表
彰
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉

２
月
23
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜

同
３
時　
〈
場
所
〉ふ
れ
あ
い
の
館

（
八
坂
町
）　
〈
対
象
〉小
学
生　
〈
定

員
〉
20
人
程
度
（
先
着
順
）　
〈
申
込

期
間
〉
２
月
１
日
㈮
〜
同
16
日
㈯　

〈
費
用
〉
無
料　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉
ふ
れ
あ
い
の
館
☎
25-

４
４
５
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
47-

５
０

８
８
番　

※
電
話
か
直
接
窓
口
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

彦
根
市
男
女
共
同
参
画

審
議
会
委
員
（
追
加
募
集
）

〈
内
容
〉男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

関
す
る
総
合
的
な
施
策
な
ど
を
調

査
・
審
議
し
ま
す
。　
〈
対
象
〉
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
20
歳
以

上
の
人
（
２
月
１
日
現
在
）
※
国
や

２
０
１
９
年
度

市
民
会
館
舞
台
練
習
場

使
用
（
運
営
）
団
体

〈
参
加
資
格
〉
次
の
①
②
と
も
に

該
当
す
る
団
体　

①
市
内
で
組

織
的
に
活
動
す
る
舞
台
芸
術
関

係
団
体
の
う
ち
年
１
回
以
上
、
市

内
の
施
設
で
練
習
の
成
果
発
表

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
定
期
的

な
使
用
を
希
望
す
る
団
体
（
営
利

目
的
の
団
体
な
ど
は
使
用
不
可
）
②
運

営
協
議
会
を
構
成
し
て
、
日
程
調

整
な
ど
の
運
営
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
る
団
体　
〈
申
込
期
間
〉

２
月
１
日
㈮
〜
同
16
日
㈯
（
日
・

月
曜
日
、
祝
日
、
同
12
日
㈫
は
休
み
）　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教

育
委
員
会
文
化
振
興
室
☎
23-

７

８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８

０
番　

※
必
要
書
類
（
使
用
団
体
登

録
申
請
書
、
暴
力
団
の
排
除
に
係
る
誓

約
書
兼
同
意
書
、
団
体
員
の
名
簿
、
活

動
状
況
に
関
す
る
資
料
（
過
去
１
年
間

に
市
内
の
施
設
で
成
果
の
発
表
を
し
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
の
添
付
が
必

要
））
を
記
入
し
、

文
化
振
興
室

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
。
新

規
の
団
体
は
持
参
の
み
）。　

※
申
請

書
は

文
化
振
興
室
で
配
布
す
る

ほ
か
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

荒神山自然の家

陶芸 連続講座
趣味として陶芸を楽しみ、自作の器で生活に彩

りを添えてみませんか？
初級〜中級程度の内容で、土

ど

練
れん

・成形（ろくろ、
てびねり、たたら ほか）・釉

くすり

がけまでを行います。今
回は主に電動ろくろ体験をします。素焼き、本焼
きは主催者側で行います。

日時　2 月 16 日、3 月 2 日、同 16 日、同 30
日　いずれも土曜日の 10:00 〜 12:00

場所　 荒神山自然の家（日夏町）

講師　NPO 法人湖東焼きを育てる会会員
対象　20 歳以上で陶芸に興味のある人
定員　7 人（先着順）　
費用　各回 1,000 円（焼き上がりの作品重量に対し

て、別途 1㎏あたり 1,200 円必要です）

申込期間　2 月 1 日㈮〜同 10 日㈰　
申込・問い合わせ先
　 荒神山自然の家（月曜日休

館）☎ 28-1871、FAX28-
1872

　※電話か FAX でお申し込み
　ください。

　※参加者には後日詳細を送付
　します。
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男女共同参画センター「ウィズ」からのお知らせ
ウィズ市民企画講座 

「手形アートでバレンタインのプレゼントを作ろう」
内容　15 分で誰でも簡単に、かわいい手形アートが作

れます。
日時　2 月 9 日㈯　10：00 〜 12：00
対象　生後 2 か月以上（未就学児は保護者同伴）

定員　30 人（先着順）　　費用　500 円
持ち物　ウェットティッシュ、作品を持ち帰る袋
※時間内でも材料がなくなり次第終了します。

ウィズ女性キャリアアップ支援セミナー 
「これからを考えたい女性に贈る しあわせレシピ」
内容　学びと料理で自分磨きや仲間との交流、おしゃ

べりを楽しみませんか？
第 1 部　できること発見♪これからの自分を見つけよう
　講師：安田由佳さん（滋賀マザーズジョブステーション）

第 2 部　おうち de かんたんイタリアン
　講師：福本健さん（イタリア食堂 FUKUMOTO）

日時　2 月 18 日㈪　9：30 〜 13：00
対象　働いている女性、子育てなどで仕事を中断して

いるが今後のスキルアップを考える女性
定員　16 人（先着順）　　費用　2,500 円
持ち物　筆記用具、エプロン、三角巾、ふきん 2 枚
申込開始日時　2 月 1 日㈮　9：00

ウィズ法律講座
「さあ、終活を始めよう！知っておきたい法律知識」
内容　相続や死後離婚など、残された家族が困る問題

を事例とともに学びます。
日時　2 月 23 日㈯　10：00 〜 12：00（受付 9：30 〜）

定員　50 人（先着順）　　費用　300 円

スマートフォン教室
内容　スマートフォンを使ってみたい人を対象に、そ

の便利さや面白さを一から楽しく学びます。
日時　2 月 27 日㈬、同 28 日㈭（全 2 回）
　　　いずれも 10：00 〜 12：00
定員　12 人（先着順）　　費用　2,000 円（2 回分）

※オリジナルテキストを無料で進呈します。
※講座用に用意したスマートフォンを使用します。
申込開始日時　2 月 1 日㈮　9：00

ウィズ市民企画講座 
「書くと見える 見えると決まる 会議板書のテクニック」
内容　ファシリテーショングラフィック（会議板書のテクニッ

ク）を学んで「成果のみえる会議」を可能にしませんか？
日時　3 月 2 日㈯　13：00 〜 17：00
定員　20 人（先着順）　　費用　無料
申込開始日時　2 月 1 日㈮　9：00

申込・問い合わせ先
　 男女共同参画センター「ウィズ」（平田町 670）☎・FAX24-3529、 with.hikone@oboe.ocn.ne.jp
　※電話、FAX、メールまたは直接窓口でお申し込みください。
　※各講座の詳細は彦根市ホームページをご覧ください。　　　　 …詳しくはお問い合わせください。託児あり

託児あり

託児あり

ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
や
県
政
に

関
す
る
意
見
や
提
案
を
提
出
い
た

だ
き
ま
す
。　
〈
委
嘱
期
間
〉
４

月
（
委
嘱
す
る
日
）
〜
２
０
２
０
年

３
月
31
日　
〈
対
象
〉
４
月
１
日

時
点
で
次
の
①
〜
③
に
全
て
該
当

す
る
人　

①
県
内
在
住
の
満
15
歳

以
上
の
人
②
県
政
に
関
心
を
持
ち

モ
ニ
タ
ー
活
動
が
で
き
る
人
③
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
サ
イ

ト
の
閲
覧
、
メ
ー
ル
や
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
が
で
き
る
人（
携
帯
電
話

端
末
を
除
く
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

は
可
）　

※
議
員
、
常
勤
の
公
務
員

は
除
く　
〈
定
員
〉
４
０
０
人
（
申

込
者
多
数
の
場
合
は
２
月
下
旬
に
抽
選

し
、応
募
者
に
通
知
し
ま
す
）　
〈
申
込

期
限
〉
２
月
８
日
㈮　

午
後
５
時　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

広
報

課
県
民
の
声
係
☎
０
７
７-

５
２

８-

３
０
４
６
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７

-

５
２
８-

４
８
０
４
番　

※
「
し

が
ネ
ッ
ト
受
付
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
　69
回
（
２
０
１
９
年
度
）

彦
根
市
秋
の
文
化
祭

協
賛
事
業

〈
対
象
事
業
〉
８
月
31
日
㈯
〜
12
月

１
日
㈰
に
開
催
の
展
示
、
発
表
な

ど　
〈
対
象
団
体
〉
市
内
の
文
化
芸

術
団
体
、
社
会
教
育
団
体
、
ま
た

は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
団
体
で
、
過

去
に
市
内
外
で
展
示
、
発
表
な
ど

の
活
動
実
績
が
あ
る
団
体
（
営
利
目

的
や
政
治
目
的
、宗
教
目
的
は
不
可
。
個

展
な
ど
の
個
人
的
な
作
品
発
表
も
不

可
）　
〈
利
点
〉①
後
援
名
義
が
使
用

で
き
、事
業
の
チ
ラ
シ
な
ど
に
「
後

援
：
彦
根
市
・
彦
根
市
教
育
委
員

会
」
と
表
示
で
き
ま
す
。
②
広
報

ひ
こ
ね
や
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
な
ど

で
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
す
。　
〈
申
込
方

法
〉
申
込
書
、
暴
力
団
排
除
に
係

る
誓
約
書
兼
同
意
書
、
必
要
書
類

を

文
化
振
興
室
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。　
〈
申
込
書
な
ど
の
配
布
場

所
〉
市
民
会
館
、
支
所
・
各
出
張

所
、
各
地
区
公
民
館
、
ひ
こ
ね
市

文
化
プ
ラ
ザ
な
ど　
〈
申
込
期
間
〉

２
月
27
日
㈬
〜
３
月
30
日
㈯　

 

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育

委
員
会
文
化
振
興
室
☎
23-

７
８

１
０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

２
０
１
９
年
度

県
政
モ
ニ
タ
ー

〈
内
容
〉県
か
ら
お
願
い
す
る
ア
ン
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申込・問い合わせ先　市立病院 病院総務課
　☎ 22-6050（内線 3522）、FAX26-0754、
　 info@municipal-hp.hikone.shiga.jp
　※電話、FAX かメールでお申し込みください。

第 27回彦根市立病院健康講座
　知っていますか。形成外科の最新治療
日時　3 月 2 日㈯　12：00 〜 14：50
場所　市立病院（八坂町）医療情報センター 1 階多目的室
内容　▶︎講演①まぶたのトラブル
　　　　　　　〜そのまぶた下がっていませんか？〜
　　　　　　②ホクロについて〜いわゆるホクロってどんなもの？〜

　講師：形成外科　伊藤文人 医師
▶︎講演③乳房再建〜失った乳房を取り戻す手術〜
　講師：形成外科　岡本茉希 医師
▶健康弁当、コンサート、健康体操

定員　80 人（先着順）

費用　500 円（弁当・飲み物付き）

申込開始日時　2 月 1 日㈮　8：30

 

子どもセンター からのお知らせ
子育て講座　
親子でリフレッシュ～ふれあいヨガ遊び②～
内容　ヨガインストラクターと一緒に親子でふれあいなが

ら、身体を動かす心地よさを味わいましょう。
日時　2 月 20 日㈬　10：00 〜 11：30
対象　5 か月〜 1 歳 5 か月児（平成 29 年 9 月 1 日〜同 30 年

9 月 30 日生まれ）と保護者
定員　20 組（先着順）　　　費用　1 家族 200 円
申込期間　2 月 2 日㈯〜同 14 日㈭

持ち物　汗拭きタオル・飲み物
※動きやすい服装でお越しくださ
　い。
※託児はありません。

子ども教室　
簡単にできる万華鏡を作ろう！
内容　カラフルな夢の世界が広がる、自分だけの

万華鏡を作ってみよう！
日時　2 月 24 日㈰　13：30 〜 15：00
対象　小・中学生
定員　10 人（先着順）　　　費用　300 円
申込期間　2 月 9 日㈯〜同 20 日㈬

申込・問い合わせ先　子どもセンター☎28-3645、FAX28-3646
　※電話か直接窓口でお申し込みください。

赤ちゃんひろば
内容　赤ちゃんを遊ばせながら、保護者同士が交

流できます。開催時間中は自由に参加できます。
日時　2 月 21 日㈭　13：30 〜 14：30
対象　２〜８か月児と保護者　　　費用　無料

＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊

滋
賀
県
立
大
学

前
期
公
開
講
義
受
講
生

〈
内
容
〉
滋
賀
県
立
大
学
で
行
わ

れ
る
通
常
の
講
義
を
開
放
し
ま

す
。　
〈
期
間
〉４
月
８
日
㈪
〜
７

月
29
日
㈪　
〈
場
所
〉
滋
賀
県
立

大
学
（
八
坂
町
）　
〈
対
象
〉
18
歳
以

上
の
人
（
一
部
、受
講
資
格
な
ど
条
件

の
あ
る
科
目
有
）　
〈
定
員
〉
各
科
目

若
干
人　
〈
費
用
〉
１
科
目
に
つ

き
６
千
円　
〈
申
込
期
限
〉
２
月

25
日
㈪
〜
３
月
15
日
㈮　
〈
そ
の

他
〉
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉
滋
賀
県
立
大
学
地
域
連
携
・

研
究
支
援
課
☎
28-

８
２
１
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

８
４
７
３
番
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※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://bfmap.city.hikone.shiga.jp）

男性介護者のつどい
「彦根こんき会」

2月11日(月･祝)
10：30～15：00

認知症の家族を介護する男性同士で語り合いましょう。途中
からでも参加できます。　費用：200円（昼食代は別途必要）
家族の会滋賀県支部（小宮さん）☎080-3797-4530

　市民交流センター
（ 里 根 町 ）
図 書 学 習 室

街 中 サ ロ ン 2月14日㈭、同23日㈯
10：00～15：00

「minto」㈱川地工務店
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害、発達障害のある人やその家族が、悩みなどを
話して情報交換をする場です。みんなで交流しましょう。
NPO法人彦根育成会☎20-9114、ＦＡX49-9115

元気21歩こう会
2月21日㈭

13：30～15：30
（集合 13：30）

ひ こ ね 燦 ぱ れ す
（ 小 泉 町 ）

ウォーキングにおすすめのストレッチなどを学びます。
費用：100円（保険代など）
「ひこね元気クラブ21」事務局（　健康推進課内）
☎080-2944-4281、FAX24-5870　

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 な ど

ひ こ ね で 朝 市 2月17日㈰
8：00～12：00

滋賀県護国神社境内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、湖魚料理、手作り雑貨などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、　hikonedeasaichi55@gmail.com

がん患者サロン
「 り ら く 彦 根 」

2月26日㈫
13：00～15：00

市 立 病 院
（ 八 坂 町 ）
3 階 3 - 2 会 議 室

がん患者やその家族の交流の場です。がんと向き合って
いる人同士だから分かり合える思いを共有しましょう。
市立病院がん相談支援センター☎22-6050（代表）、 
　gansoudan@municipal-hp.hikone.shiga.jp

2月12日㈫
13：30～15：30

く す の き セ ン タ ー
（市 立 病 院 敷 地 内 ）
2階医療福祉推進ルーム

介護家族のつどい
「 ほ っ こ り 」

認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共
有したり、情報交換などをしたりする会です。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870

赤 ち ゃ ん サ ロ ン
2月5日㈫

10：00～11：30
（受付 9：45～10：00）

　 子 ど も セ ン タ ー
（ 日 夏 町 ）
多 目 的 室

子育てに関する情報交換や、保護者同士が出会える場です。
対象：2～6か月児とその保護者　持ち物：バスタオル
　子どもセンター☎28-3645、FAX28-3646

ウ ィ ズ
お や こ 広 場

2月9日㈯
10：00～11：30

　男女共同参画センター
「 ウ ィ ズ 」
（ 平 田 町 ）
会 議 室

親子で一緒に遊べる広場で、子育ての楽しさを体験して
ください。
　男女共同参画センター「ウィズ」☎・FAX24-3529

彦根市男女共同参画フォーラム
「人生を100倍楽しみ
自分らしく生きる」

3月3日㈰
13：20～15：30
（開場 13：00）

ひこね市文化プラザ
（ 野 瀬 町 ）
メ ッ セ ホ ー ル

落語家・僧侶の露の団姫（つゆのまるこ）さんが「女らし
くなく 男らしくなく 自分らしく」と題して講演します。
定員：240人（先着順）　
※託児あり（2月25日㈪までにお申し込みください）
　男女共同参画センター「ウィズ」☎・FAX24-3529

差 別 を な く し
人 権 を 尊 ぶ
彦 根 市 青 年 集 会

2月17日㈰
9：30～12：00
（受付 9：00～）

ひこね市文化プラザ
（ 野 瀬 町 ）
メ ッ セ ホ ー ル

「人権」について気軽に話し合いましょう。※手話通訳あり
対象：市内在住、在勤、在学の人　　定員：120人
託児：事前に要予約（2月8日㈮まで）
　教育委員会人権教育課☎24-7976、FAX23-9190

彦根市精神障害者家族会
「 集 ま ろ う 会 」

2月19日㈫
13：30～16：00

　障害者福祉センター
（ 平 田 町 ）

精神障害者の家族が集まり、情報交換や学習会をします。
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

障 害 理 解 を
深めるための講演会

3月2日㈯
10：00～12：00
（開場 9：30）

南 地 区 公 民 館
（ 甘 呂 町 ）
大 会 議 室

息子3人が発達障害をもち、また自身も発達障害をもつ笹森
理絵さんが「発達障害と人生を共にして」と題し講演します。
※手話通訳、要約筆記あり
　発達支援センター☎47-3445、FAX24-7886
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

高齢者・障がい者
な ん で も 相 談 会
i n 湖 東 地 域

3月9日㈯
13：30～16：30
(受付は16:00まで)

生活で困っていることや将来の不安について、高齢者や
障がい者、その家族などを対象に、弁護士、司法書士、
社会福祉士などの専門職が相談に応じます。
申込開始日：2月12日㈫（当日時間内であれば先着順で受付可）
彦根市社会福祉協議会☎22-2821、FAX22-2841

　障害者福祉センター
（ 平 田 町 ）

湖東・湖北地域
障害者就職面接会

2月20日㈬
13：00～15：30
（受付 12：30～15：00）

彦根・長浜・東近江地域に就業場所がある事業所の担当者
から、仕事内容や福利厚生などの話を聞くことができます。
ハローワーク彦根☎22-2500、FAX26-5186

ホテルニューオウミ
（近江八幡市鷹飼町）
2 階 お う み の 間
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　県内では、スーパーを中心に 196 店舗がレジ袋
の無料配布を中止し（平成 30 年 3 月末時点）、レジ袋
の使用枚数の削減に貢献されています。
　皆さんも買い物をするときに、次のことを実践し、
ごみの減量につなげましょう。

■ マイバッグを持つ
　スーパーに比べて、コンビニエン
スストア（以下「コンビニ」）は通勤
や通学、帰宅途中など、いつでも気
軽に利用できることもあり、レジ袋
を使う傾向にありませんか？コンビ
ニでの買い物にもマイバッグを携帯
し、レジ袋を断ってみましょう。

■ ばら売り・量り売りの商品を選ぶ
　買い過ぎて使い切れず、処分してしまうことはあ
りませんか？必要な分だけ購入し、使い切ることを
心がけましょう。

■ 商品は並んでいる順番に取る
　過度な鮮度志向はありませんか？消費期限は安全

に食べられる期間の目安、賞味期限はおいしく食べ
られる期間の目安です。期限がより長い商品を選ん
で買うのではなく、すぐに食べるなら期限の短いも
のから率先して購入しましょう。

■ 過剰な包装は断る
　品物を取り出せば不要となる包装紙や箱、リボン
などに「もったいない」と感じたことはありません
か？ものを贈る気持ちを大切にしながら、場合に応
じて簡易な包装を選ぶことも考えてみましょう。

■ 詰め替え製品を選ぶ
　洗剤やシャンプーなどは、詰め替え
製品を選ぶと容器のごみが減らせま
す。容器の使い捨てが少なくなるよう
にしましょう。

問い合わせ先
　 生活環境課
　☎ 30-6116、FAX27-0395

ごみの減量と資源化トピックス　　　買い物ごみを減らそう！

図書館休館  のお知らせ

　市立図書館では、毎年この時期に
「特別整理期間」を設けて図書資料
の点検整理を行っています。今年も
上記の期間中、休館します。ご不便
をおかけしますが、ご理解とご協力
をお願いします。
　休館に伴い、2 月の「おひざでだっ
このおはなし会」はお休みします。

　休館中に本を返却する場合は、図
書館玄関のブックポストをご利用
ください。特別整理期間中も、動く
図書館「たちばな号」は運行してい
ます。

問い合わせ先　市立図書館
　☎ 22-0649、FAX26-0300

【特別整理期間】2 月 20 日㈬～同 28 日㈭

彦根市立図書館　
☎22-0649　FAX26-0300
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3 年前、私がブラジルに一時帰国した時、日本
語学校でお世話になった先生や友人たちと食事会
をしました。食事をする中、同じ学校で日本語を勉
強していた、ある学生のことが話題になりました。

その学生は、とても賢く、すぐに日本語を話せ
るようになりました。日本語を勉強していた頃は、
有名な進学校に通っており、卒業後は東京大学の
ようなレベルの高いブラジル国内の大学に進学す
るだろうと、誰もが思っていました。しかし、国
内の大学を受験せず、自分の夢を追いかけるよう
に日本へ行くという、周りの予想と全く違う道を
歩みました。

その学生の現状を食事会の席で伝えたところ、
友人たちからは「あんなに成績がよくて一流のエ
ンジニアや医者にもなれたのに、どうして何の保
障もない道を選んだのか」「将来のことを真剣に考
えているのか」など、納得がいっていないような
意見が大半でした。しかし、同じテーブルに座っ
ていた 1 人が「大丈夫でしょう。万が一、その道
を選んで失敗しても、また違う道でやり直せばい
いだけではないですか？」と言い、周りの気持ち
を落ち着かせました。

私もその言葉を聞いて、心が揺らぎました。なぜ
なら、私は来日してから「失敗してはいけない」

という気持ちがとても強くなったからです。日本
の社会でマイノリティーとして生きている外国人
の私は、常に完璧な状態でないと許されないので
はないかと、いつも心配でした。近くに家族もい
ないため、もし間違った選択をしてしまったら、一
体誰が私に手を差し伸べてくれるのだろうと、恐
怖感や孤独感をずっと抱えてきました。

このような気持ちでいるのは、きっと私だけで
はないと思います。私は日本語を話せますし、こ
うして自分の気持ちを書いたり話したりできます
が、それすら難しい外国人もたくさんいることで
しょう。日本人の中にも、周りの目を気にして、気
を張りつめ、自分の苦労を一切口にせず、黙々と
がんばっている人も多くいると思います。

私はこの経験を通して、失敗を許せる人になろ
うと決めました。今の世の中は、競争がどんどん
激しくなっているため、肩の力を抜けず、失敗を
許せる余裕もなくなっているのではないかと思い
ます。しかし、周りの失敗を許すこと、そして自分
自身の失敗を許すことこそが、本当の「優しさ」
や「思いやり」なのかもしれません。

あと 2 か月で、新しい年度が始まります。新年
度への期待とともに、今後の人生に不安を抱えて
いる人もいるでしょう。でも、自分が望んだとお
りに物事が進まない時こそ、失敗を許せる心を育
てる良い機会だと思います。やり直せるチャンス
は、何回でもやってくると信じていきましょう。

皆さんにとって、この新しい年度が、失敗を恐
れず優しさのあふれた素敵な 1 年になりますよう
に、私も心から願っています。

　　【彦根市国際交流員　ナターリャ】　　

ナターリャ
　　  の部屋

第55回

失敗を許せる心

　紛争や貧困のために教育を受けられないまま大
人になった人たちや、学校を中途退学せざるを得
ない子どもたちが「学びの場＝寺子屋」で読み書
きや計算などを学べるように、教育のチャンスを
支援する活動です。
　書きそんじハガキや未使用のハガキを寄付する
ことで、1 枚あたり 52 円ハガキであれば 47 円、

62円ハガキであれば57円の募金になります。ハ
ガキの回収や募金は、日本ユネスコ協会連盟を通
じて、発展途上国への教育支援に役立てます。こ
うしたハガキがありましたら、回収ポストにお持
ちください。
回収ポスト設置期限　2 月 28 日㈭
回収ポスト設置場所　彦根駅西口仮庁舎、教育委

員会事務局、市立図書館、各地区公民館、各小・
中学校など 

問い合わせ先　彦根ユネスコ協会事務局（ 教育委
員会生涯学習課内）☎ 24-7974、FAX23-9190

ユネスコ世界寺子屋運動

書きそんじハガキ回収活動
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第270回

　

３
月
３
日
の
雛
祭
は
、
女
児
の
健
や
か

な
成
長
を
願
っ
て
雛
を
祀ま

つ

り
、
花
や
餅
、

酒
な
ど
を
供そ

な

え
る
行
事
で
す
。
こ
の
祭
は
、

古
く
中
国
で
３
月
初
め
の
巳み

の
日
に
禊み

そ
ぎ

を

し
て
厄
を
払
う
上じ

ょ
う
し巳
の
行
事
と
、
人
形
を

形か
た
し
ろ代
に
し
て
身
に
降
り
か
か
る
災
い
を
祓は

ら

う
日
本
古
来
の
風
習
、
さ
ら
に
平
安
時
代

か
ら
貴
族
の
女
児
た
ち
が
行
っ
て
い
た
人

形
遊
び
な
ど
が
融
合
し
て
起
こ
っ
た
と
さ

れ
、
現
在
の
雛
祭
の
形
に
な
っ
た
の
は
江

戸
時
代
の
初
め
頃
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

雛
は
、
も
と
は
紙
で
作
っ
た
比
較
的
簡

素
な
立
姿
の
人
形
で
し
た
が
、
江
戸
時
代

に
入
る
と
人
を
精
巧
に
模
し
、
豪
華
な
衣

裳
を
付
け
た
坐す

わ
り
び
な雛
と
呼
ば
れ
る
雛
が
作
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
雛
に
加
え
て
、

食
膳
具
や
箪た

ん
す笥
、
長な

が
も
ち持
な
ど
の
雛
道
具
の

飾
り
付
け
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

も
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で

す
。

　

雛
祭
の
飾
り
と
い
え
ば
、
多
く
の
人
が

最
初
に
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
５
段
や
７

段
の
階
段
状
の
台
上
に
、
雛
や
雛
道
具
を

飾
り
付
け
る
段
飾
り
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

雛
祭
が
一
般
に
普
及
し
始
め
た
江
戸
時
代

初
め
の
頃
は
、段
を
設
け
ず
、毛も

う
せ
ん氈
な
ど
を

敷
い
て
並
べ
る
平
飾
り
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
段
飾
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
元
禄
年
間
（
１
６
８
８
～
１
７
０
４
）

頃
と
言
わ
れ
て
お
り
、
当
初
の
段
数
は
２

段
で
、
現
在
の
段
飾
り
と
は
ず
い
ぶ
ん
趣

お
も
む
き

の
異
な
る
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

時
代
を
経
る
ご
と
に
段
の
数
は
増
え
、

宝
暦
・
明
和
年
間（
１
７
５
１
～
１
７
７
２
）頃

に
３
段
の
飾
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
さ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
後
期
の
安
永

年
間
（
１
７
７
２
～
１
７
８
１
）
頃
に
４
、
５

段
の
も
の
が
現
れ
、
幕
末
期
に
は
段
飾
り

が
飛
躍
的
に
普
及
し
、
10
段
を
超
え
る
段

飾
り
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

段
飾
り
の
普
及
の
様
子
を
伺
わ
せ
る
逸

話
が
、
江
戸
時
代
後
期
の
肥
前
国
平
戸
藩

の
藩
主
、
松ま

つ

浦ら

静せ
い
ざ
ん山
が
執
筆
し
た
有
名
な

随
筆
集
『
甲か

っ
し子
夜や

わ話
』
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
書
に
は
「
大
城
大
奥
の
御
雛
は
、

世
間
の
如ご

と

く
高
く
棚
を
設
て
並
べ
置
く
こ

と
は
無
く
、
席
上
に
氈せ

ん

を
舗し

き

て
並
べ
在
り

と
云い

ふ

」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
記
述
か

ら
、
同
書
が
執
筆
さ
れ
た
文
政
４
年
（
１

８
２
１
）
か
ら
天
保
12
年
（
１
８
４
１
）
頃

の
江
戸
城
の
大
奥
で
は
、
世
間
一
般
で
行

わ
れ
て
い
た
段
飾
り
が
未
だ
採
用
さ
れ
ず
、

座
敷
に
敷
い
た
毛
氈
の
上
に
並
べ
る
平
飾

り
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

一
方
、
幕
末
の
徳
川
将
軍
家
13
代
家
定

の
代
（
１
８
５
３
～
１
８
５
８
）
の
大
奥
で

は
、
12
段
の
段
飾
り
が
行
わ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
お
り
、
幕
末
に
は
将
軍
家
で
も
大

規
模
な
段
飾
り
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。将
軍

家
に
倣な

ら

い
、大
名
家
な
ど

の
他
の
武
家
で
も
平
飾

り
か
ら
段
飾
り
へ
移
行

し
て
い
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

井
伊
家
伝
来
の
雛
道

具
と
し
て
、井
伊
家
13
代

直な
お
す
け弼
の
息
女
弥や

ち

よ

千
代
の

雛
と
雛
道
具
（
写
真
）
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、弥
千
代
が
安

政
５
年（
１
８
５
８
）に
高

松
藩
松
平
家
に
嫁
い
だ

際
に
婚
礼
道
具
と
し
て

調あ
つ
らえ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

大
名
家
で
は
一
般
に
、

婚
礼
道
具
と
し
て
持
参

し
た
雛
と
雛
道
具
が
、
嫁
ぎ
先
の
雛
の
飾

り
付
け
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
弥
千
代
の

雛
と
雛
道
具
も
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
高
松

藩
邸
で
、
桃
の
節
句
の
際
に
飾
り
付
け
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
既
に
大
奥
で
は
、

12
段
の
段
飾
り
が
行
わ
れ
て
い
た
頃
な
の

で
、
弥
千
代
の
雛
飾
り
も
多
く
の

段
が
組
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

は
た
ま
た
、
伝
統
を
重
ん
じ
た
直

弼
の
息
女
ら
し
く
、
平
飾
り
と
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
真
相
は
残
念
な
が
ら
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
雛
と
と
も
に
、

現
在
残
る
だ
け
で
も
85
件
に
の

ぼ
る
大
揃
い
の
雛
道
具
が
並
べ

ら
れ
た
様
子
は
、
平
飾
り
で
あ

れ
、
段
飾
り
で
あ
れ
、
見
事
な
情

景
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

奥
田
晶
子
）

江
戸
時
代
の
雛
飾
り
　
～
平
飾
り
か
ら
段
飾
り
へ
～

写
真
の
作
品
は
、
特
別
公
開

「
雛
と
雛
道
具
」
で
、
２
月
８

日
㈮
か
ら
３
月
４
日
㈪
ま
で

展
示
し
ま
す
（
期
間
中
無
休
）。

▶︎
弥
千
代
の
雛
道
具
（
部
分
）
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チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。https://bunpla.jp/

チ

　ケ

　ッ

　ト

　発

　売

　情

　報

【公演　発売初日の予約の取り扱い】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

◎表記の価格は全て税込価格です。
◎未就学児が入場できない公演については、託児サービスを行
　います。子ども1人1,000円です。公演の10日前までにお申し
　込みください。

2月の休館日　4日㈪、12日㈫、18日㈪、25日㈪

3月16日㈯ 14：00　エコーホール

入場無料（要入場整理券）
【2月2日㈯  9:00～ 入場整理券配布開始】
配布場所：ひこね市文化プラザチケットセンター、
　彦根市民会館、みずほ文化センター

ひこね市民大学講座　彦根学部

『作家と楽しむ 歴史の見方』
自由

 6月30日㈰ 17：30　グランドホール

【3月3日㈰  9:00～ 予約開始】
一般　7,800円
【2月24日㈰  9:00～ 予約開始】
友の会　7,800円

槇原敬之
Makihara Noriyuki Concert Tour 2019 “Design & Reason”

指定

※未就学児は入場いただけません。
※託児サービスがあります（有料 /要予約）。

※3 歳以上はチケット必要（3 歳未満膝上無料。席が必要
な場合は有料）。

講師：矢的 竜（歴史時代小説作家）
対談者：田附 清子（石田三成研究家/佐和山城研究会代表）

　昨年3月、7作目の著書『三成 最後の賭け』（新潮社）
を出版した彦根市在住の歴史時代小説家・矢的竜が、
文献から物語をイメージしていく歴史の見方をお話
しします。
　石田三成研究家・田附清子との対談では、三成を
テーマに『三成 最後の賭け』で描かれた内容を踏まえ、
歴史観の違いをお楽しみいただきます。

　3月より、2月 13日
発売のニューアルバム
「Design & Reason」
を引っさげた全国ツアー
の開催が決定！再び彦根
にやって来ます！

文化プラザだより

特

別

公

開

2月8日㈮～3月4日㈪

井伊家 13 代直弼の愛娘弥千代（やちよ）(1846～
1927) の雛と大揃いの雛道具を、地元の旧家に伝来し
た古今雛や御殿飾りなどとともに一挙公開。
春の訪れを告げる恒例の展示です。

「雛と雛道具」
常設展示「“ほんもの”との出会い」

では、譜代大名筆頭・井伊家に伝来し
た名宝を中心に展示を行っています。

3月4日㈪まで

陣太鼓
　陣太鼓は、戦場で軍勢の
進退を知らせるために打ち
鳴らした太鼓。
　太鼓の皮には黒で巴文、
胴には朱で北斗七星を表し
ます。北斗七星には「破軍
（はぐん）」の意味があり、
軍装にしばしば取り入れら
れました。

じ ん だ い　こ　

常

　設

　展

　示

　の

　名

　品

ほ
会

ほ
会

んんものの”
“

いの出ののと

ギャラリートーク 　
2月9日㈯　11：00～11：30、14：00～14：30
※事前申込：不要　場所：展示室6

ギャラリートーク 　
2月9日㈯　11：00～11：30、14：00～14：30
※事前申込：不要　場所：展示室6

観覧料が必要

展示室（一部）の休室・休館のお知らせ
■ 休館日　　2月6日㈬、同7日㈭
■ 展示室1～3休室　～2月5日㈫、2月8日㈮～3月4日㈪
※休室中は常設展「ほんものとの出会い」を縮小して行います。
※詳しくは、当館ホームページをご覧ください。

【 2月11日（月・祝）は開館32周年記念日！ 】観覧者に抽選で粗品を差し上げます（なくなり次第終了）。

▲立雛（弥千代所用）

博物館だより
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消防だより

消防車や救急車などの緊急車両は、一刻も早く火災
などの災害現場に到着し、被害を最小限にするための
消防活動を行ったり、けがや病気の人を速やかに医療
機関へ搬送したりしなければなりません。

そのため、道路の右側部分に車体の全部または一部
をはみ出して通行することや、赤信号の交差点に進入
できることなどの特例が、法律で認められています。
　しかし、緊急自動車が安全に通行するためには皆さ
んの協力も必要です。緊急自動車が接近してきた場合
は、次のように対応してください。

▶︎交差点またはその付近
交差点内を避け、道路の左側に寄って、一時停止し
てください。

▶一般の道路
道路の左側に寄って、進路を譲ってください。

▶狭い道路
緊急自動車の通行に支障が
ないようにしてください。

▶高速道路
緊急自動車が高速道路など
で本線車線に進入しようと
している場合は、妨げない
ようにしてください。

▶自転車走行中または歩行中
　自転車の走行や歩行を止め、進路を譲ってください。

緊急車両は走行中サイレンを鳴らすことが法律で義
務付けられているため、夜間でもサイレンを止めるこ
とができません。

サイレン音についてもご理解を願うとともに、円滑
な緊急走行のためにも皆さんのご協力をお願いします。

消防車・救急車 の緊急走行にご理解とご協力を

　消火栓や防火水槽が雪に埋もれ
た状態で火災が発生すると、消火す
る水の確保に時間がかかり、被害を
最小限に食い止めることが難しく
なります。

消防署でも、消火栓などが雪で隠
れないように除雪作業を行ってい

ますが、市内に多数設置している全
てを除雪することはできません。
　お住まいの地域で除雪を行うと
きは、除雪した雪で消火栓などを埋
めないように注意してください。雪
に埋もれた消火栓などがありまし
たら、除雪にご協力をお願いします。

備えよう住宅用火災警報器
10 年経ったら取り替えましょう！

救急車は限りある資源です
適正な利用にご理解・ご協力をお願いします！

除雪のお願い

　もの忘れの可能性に気づくための機械（タッチパネル）で、脳の健康チェックをしてみませんか。
日時・場所
　① 2 月 21 日㈭　中老人福祉センター（開出今町）

　② 3 月 11 日㈪　北老人福祉センター（馬場 1 丁目）

　いずれも 10：00～ 11：00、11：00～ 12：00（1人 5分程度）

対象　40 歳以上の人
定員　各回 10 人（予約制）　　　費用　無料
申込・問い合わせ先
　彦根市認知症 HOT サポートセンター☎ 30-9601、FAX26-2500

（平日 9：00 ～ 17：00）

　※電話か FAX で①氏名②年齢③連絡先④希望する時間帯を伝えて申し込んでください。

脳の健康チェック
タッチパネルで簡単に！
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観光振興と交流促進

　湖東圏域の魅力を活
い

かすため、圏域を縦断する近江
鉄道や中山道などの街道などを基軸としたエコな観
光に着目し、びわこ湖東路観光協議会などを核にし
て、滞在を目的とした「着地型の観光振興」による交
流人口（地域に訪れる人の数）の増加や滞在型観光を目指
します。

■ びわこ湖東路観光協議会
　圏域の観光資源である彦根城、多賀大社、湖東三山
などを掲載した季刊の観光情報誌の発行や、圏域内を
自転車で周遊するためのモデルコースを掲載したサ
イクリングマップの発行など、圏域の魅力を PR する
事業に取り組んでいます。

　県外に住む中学生に、修学旅行で田植えや野菜の収
穫などの農作業や郷土料理づくりなどを体験しても
らい、圏域の豊かな自然や文化に触れ、地元の人々と
交流する民泊（体験型観光）の受け入れにも力を入れ、
教育旅行の誘致を進めています。

■ 湖東圏域エコ交通推進事業
　圏域内の近江鉄道の各駅や観
光施設などで自転車の乗り捨て
ができるレンタサイクル「めぐ
りんこ」を設置し、来訪者の利
便性向上と、自転車でさまざま
な観光スポットを巡ってもらう
ことによる滞在時間の延伸を図
る取り組みを行っています。
　駅を起点としたレンタサイク
ル拠点を整備することにより、
公共交通機関や自転車を活用し
た、スローでエコな観光を提案
しています。

問い合わせ先
　 観光企画課☎ 30-6120、

FAX24-9676

「ふるさと交流体験（民泊）」　とは？
　県外の子ども達との交流を通じ、伝統や食文化など
を発信することを目的に、教育旅行（修学旅行など）を
一般家庭で受け入れる取り組みです。
受入家庭を募集しています
　受入家庭で特別なことをする必要はありません。
「ありのままの彦根の暮らし」を子ども達と共有して
ください。参加した子ども達は、彦根の豊かな自然や
城下町の風情の中で、田んぼや畑での農作業や郷土料
理づくりなど、都市では味わうことのできない彦根な
らではの思い出をたくさん作っています。
　受入家庭の皆さんからは「子ども達との触れ合いで

元気がでた」と聞
いています。
　皆さんも、子ど
も達と楽しい時間
を過ごしてみませ
んか。詳しくはお
問い合わせくださ
い。

受入日程　5 月 29 日㈬～同 30 日㈭の 1 泊 2 日　
　横須賀市立大津中学校（神奈川県）3 年生の皆さん
受入条件　受入人数は 1 家庭あたり 4 人（6 畳のお部

屋が1つあれば大丈夫です）

体験内容（例）　郷土遊び体
験（カロムなど）、琵琶湖
の清掃、荒神山や城下町
の散策、農作業、郷土料
理・お菓子づくり　など

行程（例）
【1 日目】入村式→各家庭

での交流・体験→夕食→
就寝

【2 日目】起床→朝食→各
家庭での交流・体験→昼食→退村式

※子ども達には、受入家庭と一緒に食事づくりも体験
してもらいます。

※受入家庭には、受入人数に応じて体験指導料をお支
払いします。

問い合わせ先　 観光企画課☎ 30-6120
　　　　　　　 農林水産課☎ 30-6118

ふるさと交流体験 ( 民泊 ) の受入家庭を募集しています

湖東定住自立圏（彦根市と愛荘町、豊郷町、甲 良 町、多賀町との広域連携）の具体的な取り組み



222019・2・1

健康だより

※特に記載のないとき、事前申込は不要で、費用は無料です。

ご協力ありがとうございました　複十字シール募金運動の結果

昨年 11 月から年末にかけて、結核を予
防する事業の推進のために、複十字シー
ル募金運動を行いました。

▶シール封筒組み合わせ　121組

▶募金総額　32,249 円

平成 30 年度の対象者
　今までに 23 価肺炎球菌ワクチンを接種したこと

がなく、次の①②いずれかに当てはまる人
　①下表の生年月日の人

② 60 歳以上 65 歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の
機能に障害がある人またはヒト免疫不全ウイルス
による免疫機能に障害を有する人

■ 対象者には、平成 30 年 4 月に予診票を郵送し
ています。

■ 接種期限を過ぎると自費での接種になります。
■ 予防接種の実施日は医療機関によって異なりま

すので、お早めに予約してください。
※予診票は医療機関にはありません。予診票を紛失

した人や転入してきた人は、 健康推進課にご連
絡ください。

高齢者肺炎球菌感染症の予防接種　接種期限は 3 月 31 日㈰まで
＼ 接種は済みましたか？ ／

高齢者肺炎球菌感染症の予防接種は、平成 26 年 10 月から同 30 年度までの間に、1 人 1 回、
定期接種の対象になる機会があります。対象となる年度のみ公費助成が受けられます。

2019 年度以降は、65 歳の人のみ定期接種の対象となります。

年齢 対象者の生年月日
昭和28年4月2日～昭和29年4月1日生

昭和23年4月2日～昭和24年4月1日生

昭和18年4月2日～昭和19年4月1日生

昭和13年4月2日～昭和14年4月1日生

昭和 8年4月2日～昭和 9年4月1日生

大正12年4月2日～大正13年4月1日生

大正 7年4月2日～大正 8年4月1日生

65歳

70歳

75歳

80歳

85歳

90歳

95歳

100歳

昭和 3年4月2日～昭和 4年4月1日生

2 月 4 日㈪〜同 10 日㈰　滋賀県 がんと向き合う週間
「私はがんになりません」そう言い切れるのは、2人に 1人。知らないことが一番の危険です。

がんを予防しましょう
　日本人の 2 人に 1 人ががんになり、3 人に１人ががんで亡くなっていま
す。がんは生活習慣による予防と早期発見・早期治療が大切です。がんで命
を落とさないためには、がんにならない生活習慣を心がけるとともに、定期
的にがん検診を受けましょう。

▲滋賀の健康づくりキャラクター
しがのハグ＆クミ

〜がんを防ぐ５つの習慣〜
① 喫煙者は禁煙しましょう（たばこを吸わない人も煙を避けましょう）

② 節度ある飲酒を心がけましょう
③ 「主食」「主菜」「副菜」をそろえてバランスの良い食事をとりましょう
④ 運動を心がけましょう
⑤ 適正な体重を維持しましょう

23 2019・2・1

  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

健康だより

※特に記載のないとき、事前申込は不要で、費用は無料です。

〜　新生活を始めるための　　　
　　　　　　　　食生活アドバイス　～

新生活を始めるために、バランスのよい食事の摂り
方など、この機会に聞いてみませんか。
日時　3 月 15 日㈮　9：00 ～、10：30 ～
　　　〈予約制、各１人〉
場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さまざまな栄養相

談を受け付けています。

栄養相談
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助産師を囲んで子育ての楽しさや悩みなど、何
でも気軽に話しましょう。
日時　2 月 27 日㈬　10：00 〜 11：30
　　　（受付 9：45 〜 10：00）

場所　くすのきセンター 1 階
対象　市内に住民登録のある2〜3か月児とその

保護者
持ち物　母子健康手帳、バスタオル（おくるみも可）

ぴよぴよサロン

パパママ学級

お産の進み方の話を聞いたり、陣痛をやわらげるマッ
サージや赤ちゃんのお世話などの体験ができます。
日時　2 月 23 日㈯　9：30 〜 12：00
　　　（受付　9：15 〜 9：30）

場所　くすのきセンター１階
対象　市内に住民登録のある妊娠 24 週以降の夫婦
定員　18 組（申込者多数の場合は、予定日が近い人、第１

子の人を優先します）

持ち物　母子健康手帳、父子健康手帳
申込期間　2 月 1 日㈮〜同 14 日㈭
申込方法　 健康推進課に電話か FAX でお申し込みく

ださい（右の QR コードからも申し込めます）。
その他　託児はありません。
※あぐらがかけるような服装か、ひざ掛け

をお持ちください。

プレママの歯科検診

 自分自身と赤ちゃんのために、歯科健診や正しい
ブラッシング指導、赤ちゃんの歯についての話を聞い
てみませんか。
日時　2 月 28 日㈭
　　　13：30 〜 15：30
　　　（受付 13：15 ～ 13：30）

場所　くすのきセンター 1 階
対象　市内に住民登録のある妊娠 16 週以降の妊婦
申込期間　2 月 1 日㈮〜同 14 日㈭
申込方法　 健康推進課に電話か FAX でお申し込み

ください（右の QR コードからも申し込めます）。
持ち物　母子健康手帳、手鏡、歯ブラシ、

コップ、口ふきタオル
その他　託児はありません。

広報ひこねへの広告を募集しています
掲載料　　1 枠　3 万円（1 号あたり）
大きさ　　縦　45.5mm　横　86mm
申込締切　原則、発行日の 1 か月前
※ホームページのバナー広告も募集中です。詳し

くはお問い合わせください。
申込・問い合わせ先
　 秘書広報課☎ 30-6103、FAX22-1398
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〒 522-8501  滋賀県彦根市元町４番 2 号  ☎ 0749-22-1411 ㈹ 、 FAX 0749-22-1398、ホームページ　http://www.city.hikone.shiga.jp/
彦根市では、点字および音声版広報ひこね（編集版）を発行しています。問い合わせ先： 障害福祉課☎ 27-9981、FAX26-1767
また、外国語版（英語、中国語、ポルトガル語）の広報ひこね（編集版）も発行しています。問い合わせ先： 人権政策課☎ 30-6113、FAX24-8577
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　　　　　　平成 31 年 1 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

113,171 人    （− 8）
　 56,205 人    （− 12） 

56,966 人    （＋ 4）
47,854 世帯    （− 20）

人口と世帯数  

井
い い

伊枡
ま す

グランプリ
2019

開催期間　3月 24 日㈰まで（投票は 3月 17 日㈰まで）

投票方法
　参加店舗（彦根市・米原市・甲良町の 12
店舗）の対象料理を食べて、インスタグ
ラム、投票用紙、メールで投票してくだ
さい。詳しくは「井伊枡グラ
ンプリ」ホームページでご確
認ください（右の QR コードか
らアクセスできます）。

問い合わせ先
　近江ツーリズムボード（彦根商工会議所内）
　☎・FAX22-5580、 info@oh-mi.org

◀︎▲対象料理の例

井伊枡は、一合枡と井伊
家の「いい」、良いの「い
い」、SNSで使われる「い
いね！」、鮒寿司の「飯」を
掛け合わせた名称です。

　近江の食材を使い枡に入った料理と、鮒
ずしの飯

いい

（ご飯）を用いた料理の2部門で
投票を行い、グランプリを決定します。
　投票者の中から、抽選で近江牛ギフト券
1万円相当や食事券などをプレゼント！

田園のまちに響けコンサート

場所　みずほ文化センター（田原町）ホール
費用　一般：前売 1,000 円（当日 1,200 円、全席自由）

　　　高校生以下は無料　※要整理券（販売所で配布）

定員　403 人（先着順）

販売所　みずほ文化センター、ビバシティ彦根　ほか
問い合わせ先
　みずほ文化センター☎ 43-8111、FAX43-8112
※未就学児は入場できません（託児サービスがあります。詳しくはお問い合わせください）。

3月 10日㈰　14：00〜（13：30開場）

　みずほ文化センター開館以来、さまざまな公演でともに
歩んできた「コールほなみ」「ジェンマ」「混声合唱 i

アイ

」と
びわ湖ホール声楽アンサンブル・ソロ登録メンバーから中
嶋康

やす

子
こ

、森季
とき

子
こ

、山本康
やすひろ

寛、迎
むかい

肇
ただとし

聡を迎え、オペラの名曲
や合唱曲を通して音楽のすばらしさ・楽しさを届けます。

みずほ文化センター
開館20周年記念事業

迎肇聡

▼ 2016.12.3「森は生きている」の舞台から

山本康寛中嶋康子森季子

【表紙の写真】今月号の特集ページ（P.4〜 5）に登場いただいた3人（左
から村山さん、吉田さん、大菅さん）をローチョコレート専門店「Hareto-
Keto」（＝旧彦根藩足軽屋敷・村山家住宅）の門前で撮影しました。「古民
家を活用することで地域に貢献したい」と話されていた吉田さん。そ
の思いは、地域活性化に取り組む地元の方々の思いとしっかりつなが
り合っていました。笑顔でおしゃべりしながらの撮影を通して、信頼
し合える良い関係性が築けていることが伝わってきました。


